
所（ＩＲＲＩ）などの国際農業研究機関にお

いて開発された収量の高い新品種を用いる

ことによって、単収が２～３倍になるとい

う、まさに夢の技術革新であった。こうし

た高収量を実現するためには、新品種の導

入に加えて、化学肥料や農薬を多量に投入

すること、灌漑設備が十分に備わっている

こと、適切な肥培管理が行われること、な

どが重要な要件とされた。１９６０年代から

東南アジア各国でＩＲ－８などの高収量品種

が次々と急速に普及しはじめ、７０年代には

フィリピン、タイ、マレーシアなどで広範

囲に導入され、多くの国々で華々しい成果

をあげたのであった。

だが、近年、この緑の革命の評価をめぐ

って、影の側面が各方面から指摘されるよ

うになってきた。一つは、この革命の恩恵

を受けたのは、すべての国や農民ではなか

ったことである。地域ごとに見てみると、

新品種導入の程度にはかなりばらつきがあ

り、導入されても単収がさほど伸びなかっ

た地域もある。さらに、この新技術の導入

の過程で地主層と小作農との、あるいは土

地なし農民との所得格差が拡大するという

マイナス面の影響もみられた。

もう一つの影の側面とは、当初の単収の

伸びの大きさに比べて、近年、急速にその

伸びが鈍化しはじめており、緑の革命の成

果に大きな陰りが生じていることである。

つまり、化学肥料や農薬をさらに追加投入

しても、ほとんど単収の伸びにつながらな

いというケースが各地で現れている（図２

参照）。集約的なアジア稲作がもたらしてき

た環境問題は、土壌の劣化、塩害、病害虫

被害の拡大、水質の悪化など多岐にわたっ

ている。

以上のような農業の近代化にともなう新

たな問題は、いずれも２０年以上という長期

にわたる変化の結果であり、その一つの重要

な要因として化学資材に過度に依存する集約

的な栽培方法に注目したい。やはり、持続可

能な農業・農法の採用と適切な資源管理こそ

が、食料安全保障の基礎となるのである。

５．途上国の農業・農村における「貧困の

悪循環」

発展途上国における農業と環境の関係に

は、共通する重要な特徴が見られる。それ

は生産性が低いにもかかわらず、環境問題

が多発していることである（表２参照）。

巨大な人口を抱えた中国とインドにおい

ては、土壌流亡、塩害、砂漠化、化学資材

の多投入にともなう汚染・劣化問題が広範

囲に広がっていることが示された。両国と
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Key Note

1961～63年 1971～73年 1981～83年 1991～93年 1998～2000年

1.41t/ha 1.90t/ha 2.31t/ha 2.74t/ha 3.06t/ha

年率 3.0％ 2.0％ 1.7％ 1.7％

資料：ＦＡＯ，ＦＡＯＳＴＡＴ.

図２　単位面積当たり収量の伸びの動向
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